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今回は、工事事故防止に向けた富士土木事務所の取組について御紹介します。

富士土木事務所では、安全意識の啓発のため、広報活動に力を入れています。
コロナ禍で対面の講習会等が実施できない中でも、受発注者が共に安全意識の維持・向上を
図るよう取り組んでいます。

ツイッターで、管内の工事現場で見つけたお
手本となるような「安全対策事例」を紹介して
います。

ＳＮＳによる情報発信

事務所の共有スペースを利用して、安全啓発ポ
スターを掲示。来所した受注者さんの目に留ま
るよう工夫しています。

安全啓発ポスターの掲示

ホームページで、管内で発生した「工事事故事
例」を紹介しています。
原因と再発防止を分かりやすくまとめて、受注者
の安全教育等にも活用されています。

homepage

ホームページで情報共有

次ページに富士土木事務所で発生した事故の事例を紹介します。
年度末となり、労災事故も増えています。作業の正しい手順を遵守して工事事故を防止しましょう！

twitter

＜受注者が立ち寄る場所＞
受注者への書類返却スペースを活用



発生日時

災害の種類

事故内容 性別・年齢

被災状況 職　　業

[災害の概要] [事故原因] 　

[再発防止策]

鋼製型枠転倒による負傷 被
災
者

男性・55歳

骨盤骨折、入院2か月 作業員

事故事例

令和４年１月10日（水）　午後3時35分頃

労働災害 工事区分 根固製作工

② 作業員の安全意識向上
・KY活動での意見交換

・緊急安全会議の開催

作業員被災状況（推定） 安全対策前の現場状況

鋼製型枠の脱型作業中に、倒
れてきた型枠に作業員が挟ま
れ負傷した。

飛散防止

ネット

① 作業手順書の作成
・単独作業禁止

・クレーン使用による支保対策の徹底

②・作業を１名で行った

・作業員の安全への認識不足

③ 工事事故ハザードマップの改善

・他の工種も併せてリスク抽出

・大きく見やすく

☆クレーンの使用

☆誘導員の配置

＜作業手順の一部＞

☆クレーンで軽く吊り上げて

ボルトを外す

（ハザードマップは次ページ）

①・クレーン使用による支保対策がない

③・ハザードマップへの記載がない



別紙-2

工　事　事　故　ハ　ザ　ー　ド　マ　ッ　プ

①②⑦

ブロック製作

ブロック運搬

工事用道路作設

大型土のう設置

仮堤防設置

根固ブロック

袋詰玉石

位置番号
【事故の種別】

左記の安全対策 対策における留意点
予想される事故

①

重機の作業中に急旋回し
て作業員が構造物との間
に挟まれる。

・重機旋回範囲内の立入
禁止の徹底。
・監視人の配置。
・周囲の安全確認。

・重機の死角等を作業員が
周知する。
・旋回範囲の明示
・合図の確認。

②

【墜落・転落】
法肩より作業員が転落す
る。

・転落防止柵の設置。
・路肩の安全確認。
・走行エリアの明確化。

・毎日の安全巡視時に法
面，路肩の点検確認。

③

【地下埋設物】

【挟まれ・巻き込まれ】

水道管や配水管を重機で
破損する。

・工事着手前に地下埋設
管の調査を行う。

・埋設管の位置を現地に
ﾏｰｷﾝｸﾞ等で解るようにす
る。

④

【架空線】
重機回送時に出入り口に
有る電線に接触して切断
する。

・電線付近で重機を降ろさ
ない。
・重機回送時は誘導員を配
置する。

・重機回送手配時に現場
状況を連絡する。

⑤

【第三者立入】
第三者が現場内に誤侵入
して事故に巻き込まれる。

・工事用道路で入口に立
入禁止看板，ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞを設
置する。
・万が一入ってきたときは
声を掛けて出てもらう。

・休日夜間の出入り口封鎖
の確認。（主任技術者，現
場代理人）
・毎日の安全巡視時に看
板等の点検確認。

予想される事故
位置番号 【事故の種別】

左記の安全対策 対策における留意点

⑥

【交通事故】

材料,資材運搬時に工事用
道路出入口で歩行者や一
般車両と接触事故を起こ
す。

・一旦停止の看板を設置す
る。
・出入りが多いときは誘導
員を配置する。

・交通ルール，マナーの厳
守を徹底する。

⑦

【クレーン等の転倒】

根固めﾌ ﾞﾛｯｸ設置時にｸﾚｰ
ﾝが転倒する。

・ｱｳﾄﾘｶﾞｰの完全張出し。
・敷鉄板の設置。

・吊荷の重量及び作業半
径の確認。
・ｱｳﾄﾘｶﾞｰ設置箇所の地盤
確認。

⑧

【吊荷の落下】

大型土のう，根固めﾌﾞﾛｯｸ
据付時に吊荷が落下する。

・吊り具の使用前点検の実
施。
・有資格者の玉掛者に玉
掛させる。
・吊荷下への進入禁止。

・吊り具の点検簿や色分
テープの貼付け。
・吊荷の地切り時に一旦停
止させて吊荷の状況確認。

⑨

【挟まれ・転倒】

型枠組立時，型枠の間に
挟まれる。

・組立時は枠の両端を支
え，ボルトを借り締めする。

・作業手順の周知徹底及
び再確認。
・無理な作業は行わない。

⑩

【挟まれ・転倒】

型枠脱型時，枠材が倒れ
下敷きになる。
資材につまずき転倒する。

・作業手順の確認。
・吊荷の下に入らない。
・整理整頓の実施

・作業手順の周知徹底及
び再確認。
・資材置場の統一。 ⑭

【転倒】
根固ブロック仮置き時ブ
ロックが転倒し下敷きにな
る。

・下地を平に均しブロックが
傾かないようにする。

・置場の下地を重機等で先
行して平らにし，石等は除
去する。

⑬

【転落・墜落】
仮締切天端部法面より転
落及び墜落する。

・必要時以外は立ち入らな
いようにする。

・必要時以外は立ち入れ
ない様コーン等で立入禁
止措置を行う。
・作業等で入ったときは終
了後もとに戻す。

・カラーコーン及びコーン
バーにて明示する。

・通行時は通路以外は通
行禁止とした。
・コーン等移動したときは，
作業終了時元に戻すよう周
知徹底した。

⑫

【クレーン等の接触】
根固ブロック設置時，ク
レーン車のブームと橋梁が
接触する。

・レッカー設置時橋梁との
接触が無い様展開時に注
意する。

・レッカー設置前にオペ
レーターと高さの確認を行
う。

位置番号
【事故の種別】

左記の安全対策 対策における留意点
予想される事故

⑪

【構造物との接触】
根固ブロックと工事車両と
の接触

根固ブロック仮置

⑨⑩

④⑤⑥

①②③

①⑦⑪⑭

①⑦⑧⑫

①⑦⑧⑫

①②⑦⑧⑬
①⑦⑫⑬

見直し

当初　８項目 見直し追加　６項目


